
 
標準的な健診・保健指導プログラム（暫定版） 修正案 

ープワークや小集団の学習会等で、参加者同士の交流をはかり、グループ

ダイナミクスを活用して対象者の自己効力感を高めることも重要である。

 

⑦評価（個人目標の評価） 

設定した個人の行動目標が達成されているか、身体状況や生活習慣に変

化が見られたかについて、支援終了後（6 ヶ月後）に評価を行うが、必要

に応じて早期に評価時期を設定し、対象者が自ら評価するとともに、保健

指導実施者による評価を行う。その際、短期的な評価により目標の見直し

を行い、わずかな生活習慣の変化や意識の変化についても積極的に評価し、

励ましていくことで、行動の継続に対する対象者の意欲を高めることも重

要である。 

目標が達成された場合は、新たな目標を設定し、達成されていない場合

は、達成されなかった原因を明らかにし、必要に応じて目標や支援内容の

見直しを行う。 

 

４）実施にあたっての留意事項 

①プライバシーの保護 

保健指導の実施に当たっては、プライバシーの保護に努め、対象者が安

心して自分のことを話せるような環境を整えること。 

 

②個人情報保護 

 健診データ・保健指導記録は個人情報であるため、それらの管理方法は

医療保険者が取り決め、適切に扱うこと。 

 

③フォローアップ 

支援終了後にも、対象者からの相談に応じられる仕組みをつくること。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）保健指導の未実施者及び積極的支援の中断者への支援 

保健指導実施率は高めることが望ましいことから、医療保険者及び保健

指導実施者は、連携しながらすべての対象者が保健指導を受けられるよう

努力することが必要となる。 

しかしながら、何らかの理由により動機づけ支援の対象者、積極的支援

の対象者に保健指導を受けない者・中断者がいることも想定される。その

際には、例えば次のような支援が必要になると考えられる。 

  保健指導実施者は、計画上の保健指導実施日に保健指導対象者が保

健指導を受けなかった場合、電話、e-mail、fax などにより保健指導

実施日から１週間以内に連絡し、保健指導を受けるように促す。 

  保健指導実施者が連絡したにも関わらず、保健指導を受けない場合

には、医療保険者に連絡し、医療保険者も保健指導を受けるように促

す。 

  動機づけ支援及び積極的支援の初回時において、計画上の保健指導

実施日及び連絡したにもかかわらす保健指導対象者が保健指導を受け

ない場合は、｢情報提供｣支援は必ず実施することが必要である。 

  積極的支援においては、支援内容や支援方法、支援日時等について

保健指導の計画を作成する際に十分な話し合いを行い、計画について

対象者が十分に納得することにより、保健指導の終了まで継続的に支

援できるように工夫することが必要である。 

  また、最終的に動機づけ支援や積極的支援において保健指導が未実

施となった者、中断した者については、次年度の保健指導実施時に、

保健指導を優先的に実施することが望ましい。 

  医療保険者は、保健指導の未実施者及び中断者からその理由を聞く

ことや、保健指導実施者と医療保険者が話し合いをすること等により、

保健指導を受けない理由を明確にし、次年度以降の保健指導につなげ

ることが必要である。 

 

 

（７）「無関心期」「関心期」にある対象者への支援 

行動変容のステージ（準備状態）が「無関心期」「関心期」にある対

象者については、個別面接を中心とした支援を継続して行い、行動変容

に対する意識の変化をめざす。行動目標を設定はするが、健診結果と健

康状態との関連の理解・関心への促しや、日常生活の振り返りへの支援

を確実に行い、対象者にあわせたフォローアップを行う。 
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